





















































































































































































































































10.1 8.4 49.0 5.4 22.7 2.7 1.8
3.5 7.1 55.3 4.3 23.4 5.7 0.7
4.4 5.2 54.2 5.2 27.1 1.7 2.0
8.4 6.5 54.2 5.0 22.0 2.4 1.7
14.5 9.1 50.5 4.3 17.7 3.0 0.9
17.4 15.9 26.0 8.4 26.3 2.7 3.3
6.8 8.7 47.6 9.7 25.2 1.9
22.5 14.5 34.1 4.6 20.2 1.7 2.3
10.2 7.8 53.5 3.8 20.1 4.0 0.8
13.5 19.8 32.3 6.3 24.0 1.0 3.1
12.3 3.7 50.6 1.2 22.2 6.2 3.7
6.5 10.6 46.3 8.3 25.9 0.9 1.4
7.0 5.5 57.4 4.1 21.9 2.0 2.0
4.0 7.3 63.7 4.8 14.5 2.4 3.2
20.6 7.4 44.1 4.4 19.1 2.9 1.5















































2000年 2030年 変化率 2000年 2030年 変化率
東京特別区 1,596,450 1,767,368 ＋10.7 116,694 128,547 ＋10.2
福岡市 92,325 96,649 ＋4.7 23,360 21,130 -0.9
　 　 　 　
鹿児島市 25,235 23,191 -8.1 21,014 19,076 -9.2
川内市 4,342 3,912 -9.9 2,873 2,575 -10.4
鹿屋市 3,740 3,427 -8.4 2,782 2,480 -10.8
枕崎市 791 542 -31.5 550 397 -27.7
名瀬市 1,692 1,424 -15.9 1,515 1,229 -18.8
国分市 4,082 4,126 ＋1.1 2,034 2,044 ＋0.5
単位：総生産　億円　人口　百人
表２　東京都と九州７県・沖縄県の１人あたりの県民所得の差
調査時点 2000年度 2001年度 2002年度 2006年度
2006年度
東京都の差
東京 4,365 4,219 4,080 4,820 ―
福岡 2,660 2,529 2,605 2,665 －2,155
佐賀 2,580 2,453 2,448 2,475 －2,345
長崎 2,345 2,336 2,256 2,159 －2,661
熊本 2,646 2,522 2,444 2,398 －2,422
大分 2,765 2,637 2,585 2,594 －2,226
宮崎 2,440 2,440 2,445 2,150 －2,670
鹿児島 2,325 2,285 2,246 2,283 －2,537







４３位 長崎県 211,012 104,557
４４位 青森県 210,133	 105,536
４５位 岩手県 209,284 106,385
４６位 秋田県 208,975 106,694





























































































































































































































































































































































出店年月 売場面積（m2） 年商（億円） 駐車台数 距離（km）
１ リンク××店 ９４．３　	 ３，９６０ ２０ ４５０ ５
２ ジョイトップ笹岡 ９２．１０ ４，０１５ ２３ ５５０ ８
３ ラッキー××店 ８５．４　 １，０２０ １２ ２１０ ６
４ ケイヒンＡＡＡ店 ８７．６　 ２，５００ １５ ２５０ ４
５ ホームデポ笹岡店 ９３．２　 １，６８４ １４ １６０ １０


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































問題の整理と課題の検討                     シート９ 










   ●現状の問題点［分析シート１～７を参考に検討］ 
                                                    
                                                   
                                                    
                                                    
                                              
                                                   
                                             








    













  ・売上目標の達成：年間２７億円 
































                                              シート１０ 
  エリアマーケティング戦略立案シート 
部門・拠点名（ＳＢＵ） ホームセンター笹部店   
ＰＰＭ区分   エリア区分        市場目標，営業指針など 
 花 形 当店まで車で１５分未満の来店範囲 チラシ広告の配布，来店客調査によるニーズ把握 
金のなる木 坂上，坂北地域 ＨＣの真空地域 
 問題児 当店まで車で１５分以上の来店範囲 競合店を上まわる魅力の品揃え 















  コメ，野菜，花きの生産は，質量共に日本の 
  トップレベルにある農業県の中央部に位置す 
  る。 
２ ＪＡコープ店も活況を呈している 
  県域ＪＡは，その経営実績と先見性から全国 
  のＪＡリードする役割を果たしている。近年， 
  営農指導と農業資材のセット販売で，購買量 













































           


























  生活用品：生活の必要品を幅広く品揃えする。 
  ＤＩＹ用品：業務用の需要にも応えられる専門性を持った品揃えを志向する。 
  農業資材：大型農家，農業後継者の若い世代に支持される品揃えを目指す。 
２ 価格 
  生活用品：ハイ・アンド・ロー戦略の徹底，チラシ広告商品に関しては競合店より１円でも安く。 
  ＤＩＹ用品，農業資材：ＪＡグリーンセンター，競合店より１円でも安くを徹底する。 
３ 販促 
  生活用品：チラシ広告，大量陳列，季節行事対応の徹底。 
  ＤＩＹ用品，農業資材：各売り場担当を中心としたコンサルティングセールス，お客さまへの一声 
             活動を通じて一対一の販売（ワン・トゥ・ワン）を実践する。 
４ 売り場レイアウト・陳列 
  見やすく，買いやすい売り場づくり：陳列，売り場レイアウトに関しては，競合店の良さから学ぶ。 
５ 季節性への対応 
  季節商品は，ライバル店より３～７日前に売り場導入するべくストアコンパリゾンの実施。  
 
 農家，商工自営者，一般家庭 




                              シート１１ 
対策・実行プラン 
（店名・部門）  笹岡店            
    改善・改革目標、売上目標        方    針 
 １売上目標：年間３０億円 
 ２改善・改革目標 
  ①売場レイアウトの見直し 
  ②専門品の品揃え強化 
  ③新商品，話題の商品の迅速導入 
  ④重点顧客客のニーズ把握と対応 
  ⑤①～④の実現による顧客ロイヤリティ 















№ 対策項目（どこを、どのように） 実行計画（いつまでに、どのような手段・方法で） ｳｴｲﾄ
１ 
 
 
 
２ 
 
 
 
 
 
 
３ 
 
 
 
 
 
４ 
 
 
４ 
農業資材売場の充実 
 
 
 
売場レイアウトの見直し 
 （買い物がしやすい売場づくり） 
 
 
 
 
 
関連販売の実行 
 
 
 
 
 
定期的なストア・コンパリゾンの実施 
 
 
マーケティング知識の習得 
 
３０～４０歳代の農業後継者とのコンタクトをとる 
 ・モニター調査，集団面接調査の実施 
 ・メーカーの強力を得て，売り場構成の一新 
 
本部の了解を得て，早急に実行 
 ・来店客調査データの分析 
 ・ジョイトップ笹岡，ＪＡの優れた店から学ぶ 
 ・日用品売場は，現状維持 
 ・比較選択型商品，専門機能重視商品の売場配置の見直し
 ・通路幅を１０㎝広げる 
 ・主通路のはみ出し陳列の撤去 
 
特に雑貨，日用品など日常生活に密着した商品分野で実行 
 ・農業資材と生活用品のセット販売 
 ・季節行事と生活必需品の組み合わせ 
 ・地域行事に対応の品揃え 
 
ジョイトップ笹岡，ＪＡを中心に２週間サイクルで実施 
 
 
職場内での勉強会の実施 
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